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日本社会の多文化化を受け、社会を構成する受け入れ側と参入側の共生の必要性が唱えられてきた（松尾, 2006; 野々口, 2012）。お茶の水女子大学では、日本語教育を専攻とする大学院生を対象として、共生日本語教育実習が2000年以来開講されている（岡崎, 2002a, 2002b）。岡崎（2002a, 2002b）は、当該教育実習を通じ、定住外国人に加え、日本人も含めた日本語教育の場を提言した。また、増加する定住外国人の子息に対する教育として、年少者日本語教育も展開されている（Kanno, 2010; 小田, 2011）[endnoteRef:1]。	Comment by 作成者: 本文は、和文にMS明朝、英数字にNew Times Roman を用いる（フォント9pt）。	Comment by 作成者: 半角カンマ	Comment by 作成者: 文献を複数並べるときは、文献の間に半角セミコロン	Comment by 作成者: カッコは、全角を用いる。	Comment by 作成者: （脚注は文末脚注に設定、使用する数字は半角） [1:  ] 

昨今、日本語教育において、ライフストーリー・インタビューに基づく質的研究が脚光を浴びている。ライフストーリー研究が着目されるのは、「調査する側からの要請というよりも、社会の側から要請されている」（桜井, 2005:16）。ためである。	Comment by 作成者: 直接引用の場合、原著からそのまま抜粋し、「」で囲む。出典情報に著者名、出版年に加え、ページ数を入れる。

2. 章の見出し	Comment by 作成者: 章ごとの区切りは、一行空ける。節・項は不要。
2.1 節の見出し
2.1.1 項の見出し
日本社会の多文化化を受け、社会を構成する受け入れ側と参入側の共生の必要性が唱えられてきた（松尾, 2006; 野々口, 2012）。お茶の水女子大学では、日本語教育を専攻とする大学院生を対象として、共生日本語教育実習が2000年以来開講されている（岡崎, 2002a, 2002b）。岡崎（2002a, 2002b）は、当該教育実習を通じ、定住外国人に加え、日本人も含めた日本語教育の場を提言した。また、増加する定住外国人の子息に対する教育として、年少者日本語教育も展開されている（Kanno, 2010; 小田, 2011）。
昨今、日本語教育において、ライフストーリー・インタビューに基づく質的研究が脚光を浴びている。ライフストーリー研究が着目されるのは、「調査する側からの要請というよりも、社会の側から要請されている」（桜井, 2005:16）。ためである。
日本社会の多文化化を受け、社会を構成する受け入れ側と参入側の共生の必要性が唱えられてきた（松尾, 2006; 野々口, 2012）。お茶の水女子大学では、日本語教育を専攻とする大学院生を対象として、共生日本語教育実習が2000年以来開講されている（岡崎, 2002a, 2002b）。岡崎（2002a, 2002b）は、当該教育実習を通じ、定住外国人に加え、日本人も含めた日本語教育の場を提言した。また、増加する定住外国人の子息に対する教育として、年少者日本語教育も展開されている（Kanno, 2010; 小田, 2011）。
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